ＪＣＳ：Japan　Coma　Scale

　意識障害の分類で一桁では大脳皮質の障害,すなわち見当識の低下を評価し、二桁では部分的ないし可逆的な網様体の障害が想定される。三桁の数字は、網様体は機能していない状態で,単なる逃避反応や異常姿勢の有無を診ているともいえる。

	Ⅰ
	刺激しないでも覚醒している状態（一桁で表現）

	　　１
	大体意識清明であるが,今ひとつはっきりしない。

	　　２
	見当識障害がある

	　　   ３
	自分の名前、生年月日がいえない

	Ⅱ
	刺激すると覚醒する状態〈刺激をやめると眠り込む〉（二桁で表現）

	　１０
	普通の呼びかけで容易に開眼する

	　２０
	大きな声または体をゆさぶることにより開眼する

	　３０
	痛み刺激を加えつつ呼びかけを繰り返すと辛うじて開眼する

	Ⅲ
	刺激をしても開眼しない状態（三桁で表示）

	１００
	痛み刺激に対し,払いのけるような動作をする

	２００
	痛み刺激で少し手を動かしたり、顔をしかめる

	３００
	痛み刺激に反応しない


ＧＣＳ：Glasgow　Coma　Scale

　意識状態の表現に、開眼、発語、運動機能の３つの因子を用い、それぞれの最大刺激による最良反応をもって評価する。

	
	
	スコア

	Ａ．開眼（eye　opening）
	自発的に（spontaneous）
	Ｅ４

	
	言葉により（to　speech）
	　　３

	
	痛み刺激により（to　pain）
	　２

	
	開眼しない（nil）
	１

	Ｂ．言葉による最良の応答
	見当識あり（orientated）
	Ｖ５

	　（best　verbal　response）
	錯乱状態（confused　conversation）
	　４

	
	不適当な言葉（inappropriate　words）
	　３

	
	理解できない言葉（incomprehensible　sounds）
	　２

	C．運動による最良の応答
	命令にしたがう（obeys）
	Ｍ６

	（best　motor response）
	痛み刺激部位に手足を持ってくる（localises）
	　　５

	
	四肢を屈曲する（frexes）
	　

	
	逃避（withdraws）
	　　４

	
	異常屈曲（abnormal　flexion）
	　　３

	
	四肢伸展（extends）
	　　２

	
	全く動かさない（nil）
	　１


評価項目

PT評価

1． 全身評価〈点滴・Ａライン・膀胱カテーテル・ＥＣＧモニター・経鼻栄養チューブ・

　　　　　　　　　　　　　　　気管内挿管・気管切開・Ｏ２マスク・人工呼吸器など〉

2． Ｖｉｔａｌ〈血圧・脈・呼吸・心電図・酸素飽和度〉☚これが何を意味するのかDrに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聞く。

3． 意識障害

4． 精神機能〈知能・情動・意識変容〉

5． 高次脳機能障害〈失語・失認・失行など〉

6． 脳神経

7． 深部健反射

8． 病的反射

9． 筋緊張

１０．感覚障害

１１．運動障害〈片麻痺機能検査・軽い麻痺〉

１２．ROM－T☛麻痺側を重点的に行う

１３．非麻痺側筋力

１４．姿勢反射

１５．バランス

１６．姿勢・動作分析〈起居動作・立ち上がり動作・歩行など〉

１７．ADL－T〈標準ADL・拡大（手段的）ADL〉

神経学的検査＋運動学的検査

変形性膝関節症の評価項目

【一般的所見】

1． 身長・体重・肥満度（BMI）

【医学的所見】

1． X－P（骨棘の有無・関節裂隙の狭小化・変形の有無・FTA：体重負荷時／免荷時・

P－Fjoint）

【ＰＴ評価】

1． 皮膚の状態（発赤・熱感など／術創の瘢痕化）☛膝はどのような状態なのか

2． 疼痛

· 自発痛／運動痛

· 疼痛部位

· 圧痛

3． 側方動揺テスト（内側・外側）

4． 引き出しテスト（前方・後方）

5． 膝蓋骨の動き（上下・左右）

6． ROM－T（自動・他動）

　　・主に股関節・膝関節・足関節☛座位で診れるものから先に行う

· extension　lag☛自動と他動の時の伸展の差

· 雑音＜click音＞：骨同士のぶつかり／関節鼠のはさみ込みなど

7． MMT

· 主に股関節・膝関節・足関節

8． 感覚テスト〔主に術後〕☛中枢的な検査でOK（神経疾患などあるわけではないので）

9． 下肢周径〈腫脹・筋萎縮の有無〉

· 膝蓋骨上５cm／１０cm／１５cm

１０．下肢長

· 棘下長　・転子果長

１１．膝蓋骨跳動☛主にDｒが確認

１２．FTA

　　・立位：体重負荷時　　　・背臥位：体重免荷時

１３．ADL－T（問診・観察）

· 膝関節の過度な動きを必要とする動作

· 重心の上下運動を必要とする動作

· 下肢の支持を必要とする動作

１４．動作分析（立ち上がり動作）☛床、いすから

１５．歩行分析

　　・杖や装具の使用の有無　　・スピード　　・持続距離　　・歩容

１６．階段昇降（パターン・手すり使用の有無・疼痛の出現）

左右両方とも診る











